
火災・救急・救助は「１１９番」！！

全力で その先へ 双葉消防！

（令和5年双葉消防本部スローガン）
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熱中症は初夏から夏にかけて高温・多湿になると危険度が高くなります。

理由は体温の上昇と調節機能のバランスが崩れて熱が体内に溜りやすくなるのが要因です。

特に高齢者や子供は環境適応ができないことがあるので注意してください。

熱中症の症状は軽度（Ⅰ度）から重度（Ⅲ度）まであります。

はじめは軽度でも症状が進行することがあるので、無理せず医療機関を受診しましょう。

医療機関を

受診

□経口で水分補給ができない

□安静時も症状が改善されない

救急車を呼ぶか迷ったときは救急安心

センター事業（＃7119）に相談しましょう

救急車を呼んでください
□呼びかけに応えない

□体が異常に熱い

□汗をかいていない

□体が大きく震えている

①涼しい場所に移動して安静に寝かせる

②体を冷却する

③水分摂取

塩分（ナトリウム）の

補給も必要です。

意識が悪いときに無

理やり飲ませると窒

息する恐れがありま

す。

塩（３ｇ）

・小さじ ３/５

砂糖（４０ｇ）
・大さじ ２

・小さじ ２

熱中症は予防が大事！

暑さを避けて水分（塩分）を

補給しよう！

【中等症】

□頭痛がある

□吐き気がある

□嘔吐

□だるさ

□疲れ

Ⅱ度

□めまい

□立ちくらみ

□生あくび

□大量の発汗

□筋肉痛

□こむら返り

Ⅰ度
【軽症】

熱中症の分類

□意識障害がある

□異常な高体温

□発汗停止

□けいれん
Ⅲ度熱中症は集中治療室（ICU)管理

が必要になる場合があります。

水

１ℓ

Ⅲ度

【重症】

応急手当のポイント

衣類を緩めて体を冷却します。

首の周り・わきの下・太ももの付け根など

太い血管がある所を冷やすと効果的です。

連絡先

双葉消防本部 ０２４０－２５－８５２３ 消防指令センター ０２４０－２５－８５６１

富岡消防署 ０２４０－２２－２１１９ 浪江消防署 ０２４０－３４－４１１１

楢葉分署 ０２４０－２５－２１１９ 葛尾出張所 ０２４０－２９－２１１９

川内出張所 ０２４０－３８－２１１９



　

実験画像は
こちらから

～リチウムイオン電池の火災に注意～
携帯端末などを外出先でも充電できるモバイルバッテリーなどが急速に普及し、これらに使用されるリチ

ウムイオン電池からの火災が増えています。

リチウムイオン電池搭載製品の注意ポイント

①衝撃を与えない 落下させない

リチウムイオン電池は外部からの衝撃が加わり、へこむなどすると内部ショートが生じ、発煙や発火につなが

ります。手をすべらせて落下させたり、ポケットに入れたまま座って体の下敷きになると事故になることがあり

ます。
②リコール対象製品は使用を中止する

リコール対象製品は不具合が生じていなくても使用を中止し、販売店や製造業者に連絡をしてください。

③製造・輸入・販売事業者が確かな製品を購入する

インターネットで購入したリチウムイオン電池搭載製品の事故が多く発生しており、事故発生後に事業者に

問い合わせようとしても連絡先が不明である場合があります。

また、ノートパソコン等のリチウムイオン電池搭載製品は、製品本体と電池の両方の制御機能で安全かつ最

適な機能を実現できるよう設計されています。組合せによっては制御機能が正常に働かず事故に至るおそ

れがあるため、純正品の使用が推奨されます。

④一般ごみなどと一緒に捨てない

一般ごみなどと一緒に廃棄されると、ごみ収集車で圧縮されることで火災につながる場合があります。適切

に処分しましょう。

足を滑らせてしりもちをつき、ズボンの後ろポケット

に入れていたスマートフォンのバッテリーパックが

破損したことで短絡（ショート）を起こし、衣類に着

火した。

実験画像は
こちらから

携帯用扇風機を落下させたことにより、バッテリー

内部に強い衝撃が加わったことで異常発熱につな

がり出火した。

こんな事故が発生しています！

（NITE提供）

高規格救急自動車 電光掲示板 指揮車 水槽付消防ポンプ自動車

消防自動車３台を更新
令和５年３月に「高規格救急自動車」「指揮車」及び「水槽付消防ポンプ自動車」が更新され、運用を開始し

ました。

高規格救急自動車のリアウインドウに設置された電光掲示板は、走行時や救急現場での活動を表示するこ

とで、住民の皆様のご理解とご協力を得るとともに、スムーズな現場活動に繋がる手助けになっています。

水槽付消防ポンプ自動車には、１，５００Ｌの水や、圧縮空気泡消火装置（Compressed Air Foam Systems）

「略称：CAFS（キャフス）」を搭載し、水に少量の消火薬剤を加え、圧縮空気を送ることにより発泡させる装置で、

水の表面積を広げ効率よく消火することができます。また、人命救助に必要な救助用資機材を積載することで

災害対応能力も向上しました。


